
●陸自ヘリ事故、短時間で異変か 不明 2分前、空

港の管制と交信 

 沖縄県の宮古島付近で 4月 6日に 10人が搭乗

した陸上自衛隊 UH60JAヘリコプターが行方不明

となった事故で、

ヘリはレーダー

から機影が消

えるまでほぼ

予定通りのル

ートを飛行して

いた。離陸してから機影が消えるまで約 10分間。

不明になる約 2分前には空港の管制と交信してい

た。天候に問題はなかったといい、陸自は機体の

不具合や操縦ミスなど急な異変が起きた可能性

があるとみて調べている。 

UH60JAは米陸軍のUH60ブラックホークを自衛

隊仕様にした機体だ。その UH60をめぐっては海

外でも重大な事故が起きている。 

主な事故原因は以下の通り。 

 ①機体の姿勢が分からなくなる操縦士の空間識

失調（バーティゴ）による制御不能。特に夕方や夜

間の訓練時間で目立つ（2015年の米エグリン空軍

基地での墜落や 2017年のハワイでの墜落）    

    

②資材故障や技術的不具合（2017年のイエメン

での墜落） 

 ③悪天候。低層雲が操縦士の視界を遮る（2015

年のコロンビアでの墜落） 

 ④環境要因と人的要因の組み合わせ。天候急

変で雲が急速に発達し、そこから抜け出そうと試

みるものの、高度が下がり過ぎ、間に合わず航路

沿いの雲に隠れた山の峰に衝

突（2020年の台湾での墜落） 

 このように事故は避けられ

ない。事故の対応するため、に

我々が現役のころはいかなる

場合も予備機を含め 2機体制で飛行していた。特

に中国との国境に近いところでは 2機体制とすべ

きではないだろうか。 亡くなった方のご冥福を心

からお祈りします。  

 

●「統一地方選で躍進」日本維新の会が全国 774

議席に到達 

日本維新の会（写真は馬場信之代表）は、この春

の統一地方選挙で、首長や地方議員が計 774人

になったと発表した。これは大阪維新の会など地

域政党の議席も含む数で、今回の選挙で当選を

果たしたのは 599人。統一地方選挙以外の現職

は 175人となっている。 

また 774人のうち、505人が近畿 2府 4県内で、

269人がその他の地域で

ある。 

 日本維新の会の馬場

伸幸代表は、「統一地方

選挙で600議席」を目標に

掲げ、代表と幹事長が職をかけた選挙となりまし

たが、目標を大きく上回る結果となりました。 

全国展開については「掲げている政策の柱は

都市部向けであることは事実だ。地方で求められ、

地方に合う政策を考えるのが最大の課題だ」と話

した。 また、藤田文武幹事長は「解散の声もある

し、そう遠くないうちにたたかいが待っている。す

べての選挙区を対象に擁立作業を目指す」と見通

しを述べた。 

 今後、日本維新の会の動向が注目される。 

 

5月 8日以降の新型コロナ対処 

厚生労働省は 4月 14日、新型コロナウイルス

の位置づけが変更となる 5月 8日以降の取り扱い

について、各都道府県に対し、事前の情報提供を

行った。 

発症後 10日間はマスク推奨、濃厚接触者は特定

せず 

5月 8日以降は、患者に対する政府からの自宅療

養（外出自粛）要請はなくなり、季節性インフルエ

ンザと同様に、個人の判断に委ねられる。今回、

その判断に資する情報として提供されたのは以下

の内容。 

 新型コロナウイルス感染症を発症後「5日間経

過」し、かつ「症状軽快から 24時間経過」する

までの間は、外出を控えることを推奨 
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 新型コロナウイルス感染症を発症後、10日間

が経過するまで、不織布マスクの着用や、ハイ

リスク者との接触を控えることを推奨 

 保健所から新型コロナ患者の「濃厚接触者」と

して特定されることはない。「濃厚接触者」とし

て法律に基づく外出自粛は求められない 

従来「7日間経過」かつ「症状軽快後 24時間経

過」だった、有症状者の療養期間が短縮される。

2023年 4月 5日の厚生労働省新型コロナウイル

ス感染症対策アドバイザリーボードに提出された

新たな分析結果を踏まえ、発症後 3日間は感染性

のウイルスの平均的な排出量が非常に多く、5日

間経過後は大きく減少することから、「特に発症後

5日間が他人に感染させるリスクが高い」と注意喚

起している。 

資料によると、新型コロナウイルス感染症では、

鼻やのどからのウイルスの排出期間の長さには

個人差があるが、「発症 2日前から発症後 7～10

日間は感染性のウイルスを排出している」という。 

発症後10日間以降でも、症状が続く場合はマスク

着用を奨めている。 

 

●ロシアの装備は「過去に後退」 第２次大戦後世

代の戦車も投入        鹵獲（ろかく）したロシアの戦車 

 西側諸国の複数の当局者

は１８日、ロシアがウクライ

ナでの戦闘で使用している

装備について「過去に後退

している」との見解を示した。

ロシア軍の配備する戦車の中に、第２次世界大戦

後間もない時期に導入されたものが含まれている

ことが念頭にある。同軍は戦闘で失われた戦車の

補充に苦慮している。 同日の状況説明に臨んだ

これらの当局者らは、ロシア軍の装備の大幅な増

加を確認していないと主張。使用中の装備も比較

的古い年代のものだと指摘した。またロシア政府

について、今回の戦争でより旧型の戦車への依存

を強めていると付け加えた。 具体的には当初使

用されていた戦車「Ｔ８０」、「Ｔ９０」から、戦闘の経

過と共に「Ｔ７２」へと移行し、今回初めて改修の施

された「Ｔ５５」が投入されるのを確認したという。同

様の構図は大砲についても当てはまるとしている。 

Ｔ９０とＴ８０はそれぞれ１９９２年と７６年に初めて

導入された。Ｔ７２の運用開始は７２年。Ｔ５５は第

２次大戦後間もない４８年の導入だ。 「彼らは装

備の面で過去に後退している」と、当局者らは述

べた。  

 

●ウクライナの反転攻勢「時期・戦力・地域」が焦点

…様々な発言交錯、情報管理は神経質に  

 ロシアの侵略を受けるウクライナ軍が計画する

大規模な反転攻勢を巡り、開始時期や戦力、対象

地域が焦点となっている。ウクライナ軍は秘密裏

に領土奪還作戦に着手して露軍側を動揺させ、最

大限の戦果につなげたい考えだ。 

■情報管理に神経質 

 ウクライナのデニス・シュミハリ首相は１１日、大

規模な反転攻勢の開始時期について「遅くとも夏

までに始める」と述べた。一方、ウクライナの国防

次官は１９日、「反転攻勢は守勢と攻勢それぞれ

の作戦を組み合わせた複雑なもので、既に始まっ

ている」とけむに巻くなど情報管理に神経質になっ

ている。 

 インターネット上に流出した米機密文書などによ

ると、ウクライナ軍は東部ドンバス地方（ドネツク、

ルハンスク両州）での露軍の攻撃拡大に対処して

いる部隊とは別に１２旅団（各５０００人程度）を新

設したとされる。このうち９旅団を米欧で訓練し、

戦車２５０両超、装甲車３５０台以上を投入する計

画とみられている。 

 米国のオースティン国防長官は２１日、米欧各国

からウクライナに２３０両以上の戦車や１５５０台以

上の装甲車が既に供与されたと述べた。ウクライ

ナの国家安全保障国防会議書記は「準備が整い

次第、作戦を開始する」と繰り返す。 

 露軍側に開始時期や対象地域を事前に把握さ

れれば、準備する猶予を与えることになり、「サプ

ライズ効果」が薄れる事態を警戒している。 

■米欧の支援カギ 

 対象地域を巡っては、ロシアが２０１４年に一方

的に併合した南部クリミアと露本土との補給拠点

になっている南部ザポリージャ州の主要都市メリト

ポリの奪還が最有力視されている。２２日にもメリ

トポリの鉄道施設で爆発が発生し、作戦準備の一

環との見方が出ている。 

 一方、メリトポリをあえて外し、黒海海域のアゾフ

海に面した港湾都市ベルジャンシクの制圧を目指

す可能性も取りざたされている。ヘルソン州ドニプ

ロ川東岸や東部ルハンスク州クレミンナ方面でも

ウクライナ軍の反撃が活発化しており、複数のシ

ナリオを用意しているとみられる。 

 ヘルソン州ドニプロ川東岸の情勢について、米

政策研究機関「戦争研究所」は２２日、ウクライナ

軍が東岸地域に初めて拠点を築いたとの見方を

示した。ウクライナ軍が要害とされるドニプロ川を

渡った可能性がある。 

 反攻作戦の着手は、ウクライナ軍が頼りにする

米欧の軍事支援もカギを握る。英紙ザ・タイムズ

は２１日、露軍の上空からの攻撃に対処する戦場

用の地対空ミサイルの不足が深刻化していると報
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じた。ウクライナの外務次官は２２日、「ウクライナ

がロシアに年内に勝利するためには、現在の１０

倍の支援が必要だ」と訴えた。 

 ウクライナの反攻作戦の成否はは欧米の支援

がカギを握る。 
 


